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時代の変化に対応しつつ

日本農業の発展に寄与

あけましておめでとうございます。年頭にあたり，皆

々様に，この年が佳い年であ りますようお祈りする とと

もに，新年のご挨拶を申し上げます。

昨年は 「農業と科学」をご愛読頂き，また機に応じて

有益なご助言，ご批判を賜わりま して，真に有難うござ

います。誌上を借り， 心より御礼申 し上げます。

本年は1980年代の幕あきとなりますが，石油フロート

制ともいうべき状態に入ったことにより， i原油 1パレ

ル30ドル」時代を迎え，厳しい先行きが予想されます。

産油国は資源保護を強める意向であり，海外原油に依存

する日本経済は，エネルギー資源の節約に心J掛けな:が

ら， 代替エネルギーの開発を急がなければなりません。

55年度の実質経済成長率は，原油価格の大巾引き上げの

影響と公共事業の圧縮などから，4.8% (54年度実績見

込み6.0%)に減速されま した。

このような経済環境のなかにあって，日本の農業も，

今までに経験したことのない重大な課題を抱えながら

厳 しい局面に立たされております。すなわち，ほとんど

の農産物の需要は伸びが停滞しはじめ，多くの作自に過

剰を生じてお ります。

とりわけ米につきま しては， 53年度より 進行中の水田

利用再篇対策にもか Lわらず，需要パランスが改善され

ず，需給計画の再検討=転作の強化が打ち出されま した。

古来，農業は立国の基であ り，その安定なくして国の発

展はあり得ないといわれております。 どうすれば麦 ・大

豆・ 飼料作物等への転換を円滑に進め， 農産物の総合的

な自給力の向上を期することが出来るか，また如何にす

れば， 農産物コストの低減を果せるか等，構造的な問題

の解決に，衆智を結集しなければなりません。 農林水産

省は，将来の農政ヴィジョンを明らかにするため，農政

の見直しを進めておりますが，日本農業の将来に明るい

チッソ旭肥料株式会社

常務取締役

堀 川浩 生

展望を切り聞き，農業関係者に希望と勇気を与える よう

な，具体的政策を確立して欲しいと考えます。

当社は，肥料を通じて農業の発展にいささかでもお役

に立つことを念願と して，良い肥料を安く供給するよ う

努力して参りま した。また近年，施肥の合理化，省力を

目的とする「コーティング肥料」を開発し，市場の開拓

に注力 して参りました。おかげ様で，関係各位より高い

評価を賜わり，ユニークな肥料と して普及の度を早めて

おります。

今後も，多年に亘って蓄積された技術力を駆使して，

日本農業の難問解決の一助となるよう， 新肥料の開発，

栽培技術の研究に格段の努力を重ねる所存で‘ござい.ま

す。どうか，本年もよ ろしくご指導，ご鞭捷下さいます

よう重ねてお願い致します。

皆様のご多幸とご繁栄をお祈りして， 新春の ご挨拶と

いたします。
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大豆多収への挑戦 くその 3>

大豆多収と根粒 〈その 1) 

東北農業試験場環境部

土壌肥料第 2~研究室

1.大豆根粒の働きと特長 このように，大豆の根粒菌は，窒素固定能が大きいと

大豆の多収を得るためには，根粒の働きを重視しなけ 考えられてきたが，闘場において，どの時期に，どの位

ればならないことは，前閉までに窒素栄養との関係で述 の窒素を固定しているか，不明な点が多かった。

ベた。 最近になって，根粒の窒素固定能を調べる有力な方法

大豆の収量目標を， 300kg/TO a程度においた場合の窒 (アセチレン還元法〉が開発されて以来3 悶場での根粒

素吸収量は戸24~35kgであるのに対し，収量目標をl450~ の働きを測定できるようになった。この方法を用いて 9

500kg/l0 a以上においた場合には， 35~50kg以上の窒素 大豆の生育経過に伴う根粒数・根粒重の推移に対応した

を必要とする。そのためには，土壌の窒素を豊富にする 1株当りの根粒活性・根粒 1g当りの根粒活性の推移が

事が大事であると同時に，根粒のi動きを飛躍的に高めな 調べられている。その 1例を第 l図に示した。

ければならない。本稿では，根粒の働きについて考えて 大豆の根粒は3 発芽後直ちに形成され，根系の発達と

みたい。 共に，その数と重さを増していく。図に示したように，

大豆に着生する根粒の働きは3 豆科作物の中でも大き 根粒数・根粒重および根粒 l個当りの重量の推移は，作

い方に属している。代表的な各種の豆科作物に根粒菌を 物体乾物重のj佳移と類似しており，開花以後の作物の生

接種し3 根粒菌の働きを調べた結果を第 1表に示した。 育が，最も旺盛になる頃に急激に増加し， 8月下旬から

第 1表 各種豆科作物への根粒菌接種効果 9月上旬頃の地上部重が，最大になる時期にピーグに達

した以後は，判明次減少する。

根粒菌が根に入って，根粒を形成した後に，根粒は次

第に大きくなり(肥大)，大きくなった後に老化し，最

後には脱落するという一生をたどる。

根粒は或る時期に，一斉に着生するものではなく，図

でわかるように 6 月 ~8 月上旬まで3 長い期間にわた

って着生し，その数が増える。早い時期に着生した根粒

は早く老化し，遅い時期に着生した根粒は，遅くまで働

きを持続するであろう。

従って，早い時期に着生した根粒から，遅い時期に若

生した根粒へと順次，世代の交代があると考えられる。

若い根粒は，老化した根粒よりも， 1 g当りの根粒活

性は高く，図でわかるように，根粒 1g当りの活性は 7

月上旬が最も高く，生育につれて次第に低下する。この

ように，根粒の|止代の交代があるために，株当りの根粒

活性のピークは，根粒重のピーグより早めの 8月中旬頃

にあり 3 その後，低下する推移となるo

一株当りの根粒活性が最大となる 8月中旬は，大豆の

地上部重が，急激に増加している時期に相当しており，

またその時期は，爽の肥大耳目にも当っており 3 前報で指

摘したように，大豆の窒素栄養でも，最も大切な時期で

もある。更に，基肥で施用した窒素は， 7月下旬には土

乾物収量 設素吸収量

(g/pot) (mg/pot) 

作物名 区 別 1立.lj.[ 上[:; 1[(1i1: 上じ

アノレファノレファ 不接間 3.4 100% 34 100 
(グリム) 接続 18.3 538 580 1716 

赤クローパ 不接H[ 17.4 100 293 100 

:j~ Hi 33.0 190 1046 

え /レ 玉1 不J妾椛 4.1 100 70 100 
(キし中見11i三子!!I日号) J表干'f( 18.1 441 582 834 

来 !SL 不J妾U( 3.0 100 43 100 
(手j¥¥f;l:!'民総) :j~ f;T( 5.5 183 144 336 

武花ルーピン 不J妾fif( 2.9 100 34 100 

J妾I"f( 32.5 1121 804 2352 

ブミ !il. 不核問 4.3 100 64 100 
(-J-)J券民業) J妾干m 22.9 553 738 1160 

旦 有三千妾拒E 1.5 100 30 100 
(門業 1号)

按 T'KI _4.0 L267 _1 J~4 L_45仁

ぐ注)1/3000aポット・殺菌砂耕栽培・昭和43年・松代

表の窒素吸収量について 3 不接種区に対する接種区の

比を見ると，根粒菌の接種効果は2 作物の種類によって

異なり，寅花ルーピン，アルフアルファ，大豆などで効

果が大きく，えん豆がこれに次ぎ，小豆，菜豆のiI原に接

種効果が小さい。(ただし，赤グローパの不接種区に

は，根粒が着生したため，窒素吸収量の比では接種効果

は低いけれど，接種区の窒素吸収量は1046mg.もあり，最

も接種効果の大きい部類に入る。〉

金野隆光
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いことが確かめられた。

菜豆は，小互に比して初期生育が大きく，

根粒の肥大も早いので， 7 月 ~8 月上旬にか

けては，莱豆の根粒活性の方が小豆より高い

が， 8月に入ると急激に根粒の老化が進み，

小豆の根粒活性の方が高くなる。それ故，作

物の生育j明聞を通してみると，根粒の働き

は，小豆の方が長いため，小豆の根粒活性の

方が，菜豆より大きいということができる。

このように，同じ豆科作物でも，作物によ

って根粒回定窒素への依存度が異なり，大豆

の根粒固定窒素への依存度が最も高く，次い

で小豆であり，菜豆は最も低い。特に，菜豆
(註1)

は生育期間が短かいので，根粒固定窒素への

依存度が低いばかりでなく， 9月以降の地力

窒素を利用できないため，地力窒素の利用量

も少ないこともあり，相対的に，肥料窒素へ

の依存度の高い作物である。

このことを反映して 3 十勝地方の施肥実態調査(1978)

の結果によると， r_窒素施用量 (kg/10a)は， 大豆 3.1

(基肥 3.0). 小豆6.2(基肥 5.3)，莱豆 8.8G創~6. 5) 

となっており，肥料依存度の差異が明瞭に出ている。

以上要するに，大豆は3 小立や莱豆に比して根粒固定

窒素への依存度が高く，根粒活性が最大になるのは 8月

中旬頃であり，その時期は，大豆の乾物重が急激に増え

る時期に相当しており，また，その時期は，茨が肥大す

る時期にも相当していて 3 大豆の栄養生理の上で，極め

て大切な時期である。更に，基肥で施用した窒素は 7

yf下旬でなくなってしまうので，その後の窒素供給の上

で根粒の果す役割りが極めて大きいということができ

る。

2. 気象条件と根粒の働き

一一低温・多雨・日照不足は

根粒の{動きを阻害する一一一

根粒の着生や根粒の活性は，第 1図に示したようなパ

ターンになることが多いが，気象条件によっては，かな

り変動するものである。根粒の活性と，自然条件との関

連についての知見は少ないが，これまでの試験結果に基

づいて，整理してみるo

fEず，根粒活性に及ぼす温度の影響について見てみよ

う。根粒の活性は， 200Cを境にして温度の影響の強さが

変る。この200Cを，根粒活性の生理的転換温度と呼ぶこ

業と農昭和55年 1月 1日

第 1図 根粒数・根粒重・根粒活性の推移
「北見白J1974，十勝川沖積土. (北海道農業試験場焔作部〉
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8月

壌中からなくなってしまうので， 8月以降は，土壌窒素

と根粒固定窒素とで，生育をまかなうことになるが，丁

度その時期に，根粒活性が最大になっていることがわか

る。このように見てみると，大豆の栄養生理の上で，根

粒の果す役割りが非常に大切であることが，わかるであ

ろう。

先に述べたように，同じ豆科作物の中でも，根粒の働

きは大豆で最も大きく，次いで小豆であり，莱豆で最も

低いと考えられてきた。

このことを確かめるために，最近開発されたアセチレ

ン還元法を用い，国場に生育している作物について測定

した。その結果を第 2図に示した。図からわかるよう

に，大豆，小豆，菜豆の中で，大豆の根粒活性が最も高

第2図 大豆・小豆・菜豆の根粒活性
(北海草書農業試験場畑作部・乾性火山灰土)
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注 1)十勝地方での豆菜の嬬種期は6月上旬であり. 9月上旬に収

穫されるので，小豆の収穫期が9月下旬，大豆が10月上旬に

比べ，生育期間が短かい。それ故，菜豆の根粒は， 8月に入

ると老化し，下旬には脱落する。
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とができる。 200C以上では， lOC上昇する毎に，根粒活

性が 8%増加するのに対し， 200C以下では，温度の影響

が著しく大きく， lOC低下する毎に，約20%も根粒活性

が低下する。従って，地温が200C以下に低下した場合に

は，根粒活性が著しく低下すると考えられる。

それでは，実際の生産の場面で，温度がどのように影

響するかを見てみよう。第 3図は十勝農試の試!験j結J果

で， 51年は低温年で豆類不作の年， 52年は平年に近い

年， 53年は

高温年で豆

類豊作の年

で，それぞ

れの根粒活

(生のパター

ンと，地市i 恨
粒120

とを対比さ 活
性

せて比較し ( 

たものであ 手
る。 と 60

8月の 1 生

半旬から 4 f 
B 

半旬までの 己
'--... 

地温は， 53 ~ 
団司

年が最も高

く，次いで

第 3図地温と根粒活性

1半句

2半句

3 ~I土句

421'句

(トヨヌズ，十勝農業試昔話場)

53年

24.1 

22.5 

21.3 

20.7 

52年であり， 51年が最も低かった。この地温にほぼ対応

して，根粒活性も53年が最も高く， 52年， 51年の順であ

った。 53年のピーグ時の根粒活性を:100:とすると，それ

ぞれのピーグの比はβ2年で]1，51年59:であった。

このように，岡場における根粒の働きに対しでも，温

度の影響は著しく大きいということができる。

次に，降雨と日照不足が，根粒活性にどのように長怨

するかを見てみよう。第4図に，十勝農試と共同して行

った試験結果を示した。

Aは無処理区で， Bは寒冷紗をかけて遮光した区で、あ

り， cは薬撒機で、20mmの人工降雨を降らせた区で、あり，

Dは遮光と人工降雨とを，合せて処理した区で、ある。根

粒の活性には日周期があり，夜間は活性が最も低く，夜

が明けると活性が高まり，日中に最高となって、漸次低下

する。第4図においても，日周期が認められる。

F この試験から， J忠光処理と人工降雨処理は，いずれも

根粒活性を低下させることがわかる。また，遮光と人工

降雨とを合せて処理した区が3 最も低くなることがわか

る。従って，降雨および日照不足は，大豆の生育にとっ

て阻害的に作用し，両者が同時に重なった場合は，著し

~ l活性を阻害するものと考えられる。

それで

は，多雨と

日照不足が

同時に重な

る気象条件

が，実際に

起った場合

に，大豆の

生育がどう

なるかを見

てみよう。

十勝の 8

月の気象を

調べると，

多雨と日照

不足とが重

なった典型

的な年は，

昭和44年で

根
粒
活
性

い
中
て
て
}仔
詩
E 
E 。

第4図根粒活性に及ぼす遮

光と人工降雨の影響
(51年 8月14日，北見出)

A.無処理
75 

，ぷ-----~、
u 、

十二~-o "し
50トCT T で

B.遮光

C. 人工|埠雨~\
A 、

/ ¥シLt:.-L::， / ¥ 

記 25
g司

v ^ 
D.遮光十人工i年雨 tl-L'l

8 12 16 20 24日寺

あった。これに対し， 8月の降雨が少なく，日照の多い

早舷年は昭和47年であった。

8月の日照時聞は， 44年では~100~時間に対し， 47年は

170時間であった。日照時問、0.51時間以下の日が，44年

では13日もあったのに対して， 47年は 5日であった。 8

月の降水量は， 44年で、は時241mm"に対し， 47年は30mmで、あ

った。土壌水分は， 1'44一年では 8月20日から 9月:10;日ま

で， P F2. 0):)下が続いたのに対し， 47年では， 7月 30

日から 9月上旬まで， P F2.8【以上の非常なc早魅であっ

た。

このように，極端に異なる気象条件下での大豆の生育

・収量を対比させて第 5図に示した。区lには乾性火山灰

土，湿性火山灰土，沖積土の 3種の土壌における，それ

ぞれの生育推移と収量とを示した。

多雨・日照不足の44年について見ると， 8月上旬まで

は， 3土壌の生育には差があり，沖積土>湿性火山灰土

〉乾性火山灰土の順であるが， 8月に入ると，その差が

ちぢまり 3 排水の悪い沖積土と湿性火山灰土では，生育

が停滞して， 9月に入ると，排水の良好な乾性火山灰土

との生育差が，あまりなくなることがわかる。そうし

て，収量順位は，初期生育の順位とは全く逆の，乾性火

山灰土>湿性火山灰土>沖積土の順となった。

他方，皐魁年の47年について見ると，平年と同様に，

初期生育の順位と収量順位とは同じで，沖積土>湿性火

山灰土>乾性火山灰土の順であった。

多雨・日照不足の44年の根粒数と葉面積指数を第 2表

に示したo
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44年

第 5図 44年と47年の気象生育収量の比較

47年
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7月21日の根粒数は，ほぼ平年並みであるが， 8月に

入っても，根粒数はあまり増えず，根粒活性が最大とな

る時期の， 8 月 18日の根粒数は，株当り約~400 位でない

と正常ではないのに，それに比して，少なかったことが

わかる。特に排水の悪い土壌〈沖積土，湿性火山灰土〉

で低く，また，初期生育が最も良好だった沖積土で、は3

8月18日の根粒数が， 7月21日より少なくなっていたこ

とがわかる。

第2表 44年の根粒数と葉面積指数

8月18EI 

3.05 

3.64 

4.01 

これは3 過湿による根の機能の低下と日照不足による

相対的な過繁茂とが，同時に阻害的に作用した結果であ

ると解釈され，土壌の排水が悪い土壌ほど，強く阻害さ

れ，初期生育が良好で，葉面積指数の高い土壌ほど，日

照不足による阻害を強く受けたものと見られる。

大豆の生育にとって， 8月の根粒の働きは重要なので

あるが， 44年の事例のように， 8月になって多雨と日照

不足とが重なった場合には，大豆の生育が阻害され，根

粒の働きも，著しく阻害されるのである。

以上要するに，低温や多雨による過湿並びに日照不足

は，根粒の働きを阻害する。特に，根粒の働きが最も盛
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んとなる月になって，上記の悪い気象に遭遇すると，大豆

の生育・収量に大きな影響があると考えてよいであろう。

ところで， 44年の多雨・日照不足の事例の中で，乾性

火山灰土では排水が良好なので，多雨による阻害が軽か

ったし，また，乾性火山灰土は養分に乏しい「土壌ーなの

で，初期生育が悪く，葉面積指数が 3程度で，他の土壌

よりも低かったために，日照不足による阻害程度も軽

く，収量も他の土壌より高かったことに注目したい。

このことは，気象要因が，作物に直接的に作用するだ

けでなく 3 土壌条件とも関連し合って，作用することを

意味しており，また，それ故に3 気象要因による阻害程

度は，土壌タイプによって異なるともいえよう。

次稿では3 土壌条件と関連させて，根粒の働きを考え

てみる予定である。

一一一'~ I大豆多収への挑戦」シリーズは，東;
本シリース ・

北農業試験場環境部長木下彰先生以
について 白

:一一一一一日 下，杉原，金野ら，主として同試験場
土壌肥料第 2研究室の研究クゃループを中心に， 79年

10月号から連載して参りましたが， i転作大立栽培 i

に関する好研究資料」として注目されているようで

あります。
今日まで木下先生の「大豆多収の科学のために」

に続色以下各論として杉原先生の「大豆多収と窒

素栄養」と金野先生の「大豆多収と根粒」の 2篇を

連載致しました。当初の方針ですと，本号を以て完

結の予定でありましたが， I各論」がそれぞれ①②

の2回となりましたので，本シリーズの最終は， 4 
月号頃になるものと存じます。ご諒承下さい。(係〉
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韓国の稲作を見て

全国農業協同組合連合会技術顧問

黒川 計

私達は，韓国が数年前に「緑の革命」を達成し， 1977 

年には遂に，全国平均で10a当り約 550kgの玄米収量を

あげ，世界ーの生産力を示したことを知った。現在日本

では，米の消費減少による供給過剰で，近く水稲面積の

1/3も他の作物に転換せざるをえない苦しい立場に追い

込まれている。飼料用米の生産を始めることは，食管制

度の維持に難かしい問題を抱えこむことになるので，望

ましいことではない。しかし種々苦心をして他の作物に

転換し，それで、も最後に残った湿田などでは飼料用米を

作らざるをえないことになるだろう。

その時は， 10 a当りの収量が極めて高く，かつ食料用

の米と区別のできないことが望ましい。この意味から全

農は，昨年から 5県の農業試験場にお願いして，外国稲

の試験を実施している。供試品種は数ヶ国に及んでいる

が，韓国の品種が最も適しているのではないかと考え

Tこ。

!'"白そこで私達は，韓国の新しい品種の成熟期をねらっ

て， 9月下旬に韓国に出かけた。

9月27日にソウルを立ち水原の農村振興庁の本部，農

業技術研究所および作物試験場を訪ね，稲の品種改良と

その普及およびこの聞の種々の困難などにつdき三話をき

九作物試験場では各品種の生育状況を見，また各品種

の特性などについて話をきいた。

翌28日は水原を立ち，高速道路を約 130km南下し，湖

南作物試験場を訪れ，湖南平野を中心とした稲作事情お

よび，この試験場で育成された品種を見せてもらい，近

くの東津農地改良組合で実施している水稲の機械化集団

栽培のモデル地区を視察した。夕方 6時近くになり，ま

た高速道路を北上し，両側の稲作地帯を眺めながら，大

田まで戻って泊った。翌29日は大田を立ち，途中大邸を

経て慶州、|までくる。途中両側の稲作，野菜畑などをみ

た。 30日には慶州を立ち，大邸，大田，水原を経てソウ

ルに午後4時頃着いた。また 10月1日には， 38度線まで

走り，北部の稲作を見せてもらった。この間約 1，100km

を走ったことになる。

この全行程を通じて，地域により多少の差はあるが，

8割或はそれ以上の稲が成熟期に当り，黄色にうれてい

た。あとの約 2割は成熟前の稲で緑色を呈していた。こ

の黄色にうれていたのが「統一」系の新品種であり，緑

色の稲がタャポニカ系の稲で，一目，区別がで、きた。

新品種「統一」の展示栽培を始めたのは， 1971年であ

る。その後1972年の冷害， 1978年予想もしなかった稲熱

病の大発生などの苦難の年を経ながら， 1979年の稲作で

と 科 昭和55年 1月 1日学

は8割にも達する大きな伸びをしたわけで、ある。

第二次大戦終了後，海外からの同胞の引き揚げや北鮮

からの越境で，一挙に 600万人も増加し，食糧問題は深

刻化した。その後，米国の援助で一応安定はしてきたが

1972年には 300万屯の穀物を輸入している。それが1975

年には，米の増産により，需給のパランスがとれるよう

になった訳で、ある。

1965年に初めて品種の交配をしてから，僅かに10年で

ある。

与えられた紙数が少いので，詳しく書けないが，米増

産の原因となった主要な点だけを訳すことにする。

1. 新品種の育成

①梓長が70"-'80cm，②耐病性(稲熱病3 縞葉枯病〉で

ある，③米質の良好，④生産能力が白米 10a 600 kgを目

標として育成することにした。

先ず， 1965年にフィリピンの国際稲作研究所で韓国の

技術者が，研究所の協力をえて次の交配を行った。

〈ユーカラ×台中在来 l号)X 1 R 8。これから出て

きた多数の系統につき，年に 3作もできるフィリピンの

研究所と韓国の人工気象室で，耐病性，生理障害抵抗性

などの検定，多収原理の探究のための基礎試験，優良系

統の選抜を年々能率良く実施した。かくして1969年に 6

系統に，更に1970年の生産力検定試験には 3系統に縮少

し，これを総称して「統一」と命名した。

1970年には地域検定試験と 550ケ所の農家集団栽培の

結果から， 1の系統水原213"-'1号に単一化した。育成さ

れた新品種は大体当初の育種目標に沿ったものであっ

た。たど，①晩植適応性が低く，麦との二毛作地で作れ

ない。②脱粒性が高い。③低温に弱く，発芽抑制や登熱

低下がある。④味が悪い等の欠点があった。

2. 栽培法の改良

新品種は従来のジャポニカと性質が相当具るので，多

収するためには，次の点に注意を要することになった。

①育苗法と移植期

ジャポニカは水苗代であるが，統一系中生種では保温

苗代とし， 6月10日頃まで植え， 8月15日までに出穂さ

せる(南部では 6月20日頃まででよい〉②坪当栽植密

度は80株〈従来70株〉にする。③韓国の土壌は花尚岩系

の土壌であるが，珪カル多用の要がある。④多収性だけ

に，チッソの施用量は 15"-'20kg/10aの多肥とする。⑤

多収性で光合成が盛んなだけ根の力を強くする必要があ

る。このため，中干以後の水管理を実施する。

なお， i統一」が出現し，普及し始めたのは1971年で、

あるが，新品種の欠点を補うため，引きつ父き品種改良

が行われ，現在ウノレチで16品種，モチで 2品種が作られ

ている。現在は味が良く，多収の品種も出ている。
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タケノコの肥培について

はじめに

農産物生産技術の進んだ今日，季節感を端的に表わす

ものとして，タケノコがあげられる。しかも，農薬を使

用せず，そのうえ，タケノコの皮約60枚に被われている

ために，自然食品の代表とも言えるのではなかろうか。

このためか，タケノコ消費が伸び，今日では，全国で

約15万トンの生産がみられるに至っている。

タケノコ生産量を増大する要因としては，親竹の仕立

方と肥培管理が重要である。 rお茶とタケノコの生産量

は，施肥量に正比例する」と言われ，タケノコ生産上，

肥培は欠かせない条件である。

しかし，肥培効果をより高めるには，親竹の管理を充

分に行なわなければ平らない。

そこで，今回は「タケノコの肥培について」という課

題にはなってはいるが，肥培を中心に，親竹の管理まで

含めた内容とした。

1.親竹管理

モウソウチクは，発筋力を度外視すれば，1Ll~15年位

まで生存するが，タケノコ栽培という点からすれば，発

筋力の旺盛な年令のものを仕立でなければならない。

発笥力の旺盛な年令は， 2~6 年生竹，特に 3~4年

生竹で，毎年コンスタントに生産をあげるには， 1~6 

年生竹までの親竹が均等本数成立していることが必要で

ある。

このためには，新竹を毎年所定の本数仕立て，一方 5

年目〈或いは 6年目〉の親竹は3 晩秋に伐採更新してい

くことになる。

また， 10アール当りの仕立本数は地力，地形などによ

り異なるが，一般的には150~250本程度とする。これら

をまとめると表 lのようになる。

表-1 新竹仕立と親竹伐竹 lOa

福岡県林業試験場造林科研究員

野中重之

或いは掘取り手間などの点で不利である。理想的なタケ

ノコというのは， 1 kg前後のいわゆる S~M規格のもの

で，この大きさのものを多く生産するには，親竹の大き

さを，目通り，直径で 8~10crn程度のものにすべきであ

る。

2. 肥培管理

タケノコは，親竹の仕立方を上手にすれば，無施肥で

も250kg/10アールの生産量がみられる。しかし，この程

度の生産量では，生産額は僅かで，経営的には成り立た

ない。竹林経営としては， 1000旬以上の生産量を上げな

ければ妙味がない。

そのためには，肥培を取り入れた栽培法が望ましい。

竹林肥培で考慮すべき点としては，成分要素，成分比，

施肥量3 施肥時期，肥料の種類などである。

( L)¥成分要素および成分比

タケは，稲麦などと同じイネ科に属し， N.P.Kの3

要素+Siを含めた 4要素が必要で、ある。これは，タケノ

コや皮，枝葉などに含まれる成分や，各種の肥培試験か

らも証明され，親竹の要求する主要成分の割合は， Nを

10とすれば， Pが5，:Kが 6，Siが7と言われている。

(2) 施肥量

自然界には雨や落葉，土中などに含まれる天然、の養分

供給量もあるが，これだけでは，生産量の多くは望めな

い。増産をするには，増産分に要するだけの各種肥料成

分を施さなければならない。

表-2は京都大学名誉教授上田博士が算出された，生

産目標毎の施肥量基準である。この表は，砂質壌土や赤

土など，タケノコ栽培に最も多く表われている土壌にお

ける基準量であって，火山灰土やシラス土壌などでは，

P効果が低いので， 30~50%位は多く施した方がよい。

また，放置していた竹林に，最初か

官m ら 1500~2000kg目標の施肥量をするの

でなく，段階的に生産量を伸ばし，最

終的な目標を，表 2に示すような施肥

考

伐竹年令を 5年生竹の場合

と6年生竹の場合とした
量とすべきである。

(3) 施肥時期親竹の大きさは3 タケノコの大きさに関係してくる。

タケノコの価格は，時期的変動が大きいことは勿論であ タケは，果樹や野菜などと違い，地下部に地下茎があ

るが，大きさによっても価格差がみられる。大きいタケ り，この地下茎についている芽子が生長し，タケノコと

ノコであれば，単位面積当りの生産重量は多いが，単価 なり，或いは親竹や地下茎になるなどの特徴がある。
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表-2 生産目標毎の各成分施用基準量 1伽

肥料成分 a
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地下茎の芽子が，タケノコとして発生するためには，

夏期に親竹の同化作用が充分に行なわれ，また，地下部

の細根が充分な働きを発揮してこそ，地下茎への養分保

給がなされ，これをエネルギー源として，タケノコが発

生する。

この親竹，地下茎，細根の充実を図ることが，親竹の

管理であり，肥培管理でもある。

タケの地上部，地下部の 1年間の動きは，図-1に示

すとおりで，この動きに合わせて，施肥時期を決定する

が，年に 3回位には，分与したいものである。

1 回目は，発笥促進と生産増大を目的に 1 月下旬~2

図
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一:==::一口ー まずは，新年おめでとうございます。
あとがき ! 
一一一ーュ 皆様のご多幸とご健康とご活躍をお祈

り申し上げますとともに，本年もよろしくご鞭捷ご i

指導賜りますようお願い申し上げます。

内外の情勢はいよいよ厳しいものがありますが，

特に農業情勢は予断を許さぬものがあります。今後

どう展開して行くのか。いずれの方向を指向するに

iせよ，ここでは緊揮一番する必要があるようです。

どうか，ますますご活躍されますよう重ねてお祈り

:致します。 (K生〉

謹
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月上旬， 2回目は3 親竹の樹勢回復と新竹生長，及び地

下茎伸長促進のため 4 月下旬~5 月上旬， 3回目は，芽

子の増加充実と地下茎養分貯蔵のため， 8 月 ~9 月に施

肥を行なう。そのほか，夏期に化成肥料の前か後に，中

耕を兼ねて肥料を施肥する。

(4) 肥料の』種ー類

肥料の種類は3 前記の成分バランスのとれたものであ

れば良いわけで、あるが，昨今のようにタケノコ栽培が盛

んになってくると， 1日でも早く出荷した方が，同じ生

産量でも売り上げ額には大きな差が生じる。

そこで，発笥時期に最も関係し，更に 5月まで肥効が

欲しい 1月施肥には，硝酸態チッソとアンモニア態チッ

ソを含有した肥料が理想的で、ある。その理由として， 2 

~3 月の低温期に速効的効果を表わすことによって，発

笥を促進し，反面，発笥期間が 2ヶ月にも及ぶタケノコ

には，持続的効果も必要で、あるからである。

1親竹・地下茎などの年間の動きと主な管理 以上，タケノコと

肥培について述べた

が，要は3 親竹の管

理を充分にやった上

で，親竹の要求する

成分を含んだ肥料を

選定し，適期に施肥

すること。同時に肥

培効果をより高める

ための，有機物保給

一土壌改善を併行し

て行なうことが，増

産，利益拡大につな

がるタケノコ栽培法

と思われる。
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